
広報くしもと 8月号 （毎月 1回／ 1日発行）

・星置后駆濯召冒否・
平成17年度当初予算 (P. 2) 

第 1回定例会・議案 (P. 5) 

ラムサール条約登録を考える (P.6) 

まちの出来事 (P. 70) 

よろこびかなしみ (P.12) 

太陽ギラギラの夏が来たそお～！！

初泳ぎを楽しむ上野山保育所の園児たち（田原海水浴場海開きにて）

串本町の人口と世帯数

・人口…… 20,846人 ・男性…… 9,668人 ・女性…… 11,1'78人 ・世帯数…… 9,430戸

（平成17年 7月1日現在）



町民1人当たりに

換 算 すると・・・

町民 1人当たりの町税

7万2,093円
町民 1人当たりに使うお金

43万3,976円
町民 1人あたりの借金残高（年度末見込）

50万 511円

※卜記金額ば、乎成17年 4月1日現在の人n(20.s26 

人）を用いて、一般会計ベースから武笞したものです

建設事業費

11億8,721万円

(13 1%） 補助費等

11億8,590万円
(13.1%) 

維持補修費

扶助費
1億458万円

4憶8,678万円
(1 2%) 

(54%) 

【特別会計】

栢7金

3偲7,46カ］円
(41%) 

その他 3,2町万円 (03%）
※投棗及び出嚢金，貸付金

2,3犀 円
900万円

特別会計とは、一般の歳入歳出と区分 して経理される、特定の事業のために設けられた会計てす99

平成17年度の各特別会計予算の合計は 117億2,960万日 となりました。

また、一般会計予算と各4名別会計予算を合計すると 207億6,760万日と な りました。

会計名 予 算 額 概 要

老人保健事業会言十 31億7,974万円 高齢者のための医療費給付事業の会言十

国民健康保険事業会言十 28億6.951万円 国民健康保険事業の会言十

介證保険事業会言十 16億6,087万円 介證保険事業の会計

病 院 事 業会 言十 261意4.499万円 串本病院会言十と古座）1|病院会計の合言十

水道 事 業会 言十 6億l.836万円 水道事業の会計

簡易 水道 事業会言十 21意9.161万円 田原簡易水道と古座ヴィラ水道施設整備工事に係る会言十

国民宿舎事業会言十 1億5.322万円 国民侶含「あらふね」の会言十

下水道事業会言十 5,328万円 サン:::i台地区の下水道事業の会言十

通所介 護 事業会言十 6.196万円 古座福社センターで行っているデイサーこス事業の会言十

そ の 他 1億9,603万円
住宅資金貸付事業会言十、財産区会言十（串本・潮岬•出害・

田並・和深・ 古田・西向・田原）の合計

合 言十 ll7億2.960万円

当初予算額は90億3,800万円
第 j|ul定例会にて半本町の一般会計当初 J吟箆が決まりました。当初 Jぺ符柏は90億3.800万口で、平成16年度のIH

串木町 ・古即町の一般会al当初j勺符及び古叩川ii罪り組合J勺符を合わせた金額より 3億6,999万『少なくな りま した。

この原因は、乎成16年｝支の当初 j吟符では合併対策黄 として 2億8,096万口をolIーしていま したが、これがなくなっ

たこと が 人きな要因とな っていますが、町長なとの特別職、議貝、腺呂数の減なとによ って経常経娑が削減された

こともその要因となっています，， （金額は 了円単位を切り捨てています。）

その他
1偲 366万円 (11%)

※議会費 9,4667:i円
※予備費 900万円

用諾解脱

自主財源

依存財源

【歳出】

町か自主的に徴収できる財源のこと

国や県から交付されたり、｛苔金1こよってまか

なったりする財源のこと

用語解説

総務冥 全般的な詈理車務、徴税、選挙、財務車務、醐貝の

人件石などに使われる経苔

福祉サービス、衷歴苔、 保育園の運営など町民の生

活と社会生活の保図に使われる経賓

予防接種や紐康診匠などの保紐関係、ごみ処理など

の衛生関係に使われる経冥

袋林水産業賓 膜業、 添業、 林業の振興こ使われる経貸

商工冥 裔業や工業の振興、観光車業等に使われる経震

土木貧 道路や公圏などの整備に使われる経貧

消防苔 消防・ 救急 ・防災のために使われる経苔

教育笞 小 ・中学校の運営や体育施設の筆理、生涯学習など
の教育関係に｛更われる経笞

災宮復1日五 災宮によって生した被宮の復1Bに使われる経冥
公濱費 町の漬務 （借金）の返済1こ｛吏われる経賓

民生苔

衛生賓

使用料及ひ手数科
1億4,629万円 (1.6%)

分担金及び負担金

8,836万円 (09%) 

国
と
地
方
の
長
期
11
務
残
高
が

7
0

0
兆
円
を
越
す
と
い
う
要
大
な
額
と
な

リ
、
こ
れ
以
上
将
釆
の
負
担
を
大
き
く

し
な
い
た
め
に
、

政
府
が
進
め
て
い
る

＿二位

一
体
改
苧
に
よ
リ
行
政
の
効
率
化

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
地
方
交
付
税

（臨
院
財
政
対
策
伯
を

含
む
）
は
年
々
漑
額
さ
れ
て
い
ま

g
。

平
成

17年
度
は
、
歳
入
に
つ
い
て
は、

合
併
に
伴
う
国
と
県
か
ら
の
補
助
金
の

ほ
か
、
IB2IBJの
剌
余
金
涵
冽
年
で
は

繰
越
金
）
、
地
方
交
付
税
の
合
併
に
伴

う
特
例
交
付
分
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
、

ま
に
歳
出
に

つ
い
て
は
、
合
併
に
伴
う

特
別
職
、
議
邑
、
職
号
数
の
減
な
ど
に

よ
っ
て
、
経
常
経
告
が
削
減
さ
れ
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、

基
金
を
取
旦
朋
す
こ

と
な
く
予
算
編
成
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
合
併
に
伴
う
国
県

補
訊
全
や
地
方
交
付
税
の
特
例
交
付
分

は、

21
年
度
ま
で
の
措
置
で
あ
り
、
そ

れ
ま
で
も
年
々
滋
額
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

地
方
交
付
税
の
通
常
分
は
合
併
特
例
と

し
て

10
年
間
は
合
併
し
な
か
つ
に
場
合

と
同
様
に
算
定
さ
れ
、
そ
の
後

5
年
間

で
段
階
的
に
増
加
額
が
縮
減
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

交
付
税
の
通
常
分
も
＿二位

一
体
改
革
な

ど
に
よ
り、

引
き
続
ぎ
減
額
さ
れ
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
取
リ
組
む

ペ
き
課
堕
が
山
稿
す
る
中
、
合
併
効
里

を
活
か
し
に
財
政
運
営
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

17年
度
予
算
の
特
徴
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●
串
本
町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

町
に
等
の
給
村
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う

に
改

I
し
ま
し
た
。

一
改
正
前
】

町

長

月
額

助

役

月
額

収
人
役

月
額

【
改
正
後
】

町

に

月
額

助

役

月
額

収

入

役

月

額

53
3
1

2
0
0
日

4
4
8
,
0
0
0
日

4
1
2
,
0
0
0
円

6
6
4

0
0
0
日

53
6
0
,
0
0
0
日

53
1
53,
0
0
0
日

四
種
類
と
も
1
枚
20
円

四
種
類
と
も
1
枚
12
日

（可
燃
）

1
枚
8
日

■町
勢
要
覧
印
刷
費

3
1
5
万
円

祈
串
本
町
の
地
勢
、
人
口
、
産
業、

輻
祉
、
観
光
等
の
内
容
を
紹
介
す
る
た

め
の
冊
＋
を
作
成
し
ま
す
。

■国
際
交
流
事
業

9
1
7
万
7
千
円

ト
ル

コ
軍
艦
エ

ル
ト
ゥ

ー
ル
ル
り
が

押
野
崎
沖
で
遥
難
し
て
か
ら
115
周
年
に

当
た
る
た
め
、

151
日
ト
ル

コ
大
使
ほ
か

を
招
い

て
記
念
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
青
少
年
父
流
事
業
に
つ
い
て
は、

今
年
度
は
串
本
町
か
ら
中
学
生
6
名、

引
率
者
2
名
が
ト
ル

コ
姉
妹
都
市
の
メ

ル
シ
ン
市
を
幼
問
し
ま
す
。

■合
併
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業

1
5
3
万
4
千
円

祈
町
建
設
計
圃
に
某
つ
き、

串
本
病

第

1
回
定
例
会
に
は
、
諮
問
案
什
1
什
、

丁
市
晶
負
契
約
案
什
1
什
、
条
例
案
件
15

付
、
人
事
案
付
2
件、

当
初
予
算
案
件
1
9

付
、
合
併
に
係
る

一
部
串
務
組
合
等
の
規

約
の
変
史
4
什
が
提
案
さ
れ
、
全
て
の
案

什
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は、

案
件
の
キ
な
も
の
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

院
と
古
座
川
病
院
を
統
合
し
て
祈
病
院

を
建
設
す
る
た
め、

病
院
間
題
検
討
妥

目
（会
を
設
四
し
て
内
容
を
検
討
し
ま
す
。

■合
併
市
町
村
振
興
資
金
積
立
金2

憶
円

合
併
に
伴
い
、
合
併
特
例
信
を
活
川

し
て
毎
年
2
憶
日
を
積
み
立
て
、
5
年

間
で
1
0
億
日
を
確
保
す
る
f
定
で
す
。

■津
波
防
災
対
策
茎
本
計
画
策
定
業

務
委
託
料

9
5
1
万
3
千
円

津
波
か
ら
の
遥
難
計
回

・
ハ
ザ
ー
ド

マ
ノ
プ
等
総
合
的
な
津
液
防
災
対
笈
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
旧
串
本
町
の

令
戸
に
、
防
災
意
識
の
向
上
と
津
波
か

ら
の
避
難
に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
、

ハ
ザ
ー
ド

マ
ソ
プ
を
配
布
す
る
f
定
と

な
っ
て

い
ま
す
。
（
旧
古
座
町
は

T
成

16年
没
紅
布
済
み
で
す
。）

■自
主
防
災
活
動
支
援
事
業
補
助
金

4
0
0
万
円

自
主
防
災
活
動
を
実
施
す
る
町
内
会

（旧
串
本
町
対
象
）
が
活
動
に
必
安
な

防
災
姿
機
材
の
購
入
等
に
安
す
る
経
費

に
対
し
、

f
算
の
範
皿
内
で
補
助
令
を

交
付
し
ま
す
。

●
串
本
町
地
籍
調
査
地
区
推
進
委
員
会

設
匿
等
に
関
す
る
条
例

地
菩
調
査
事
来
の
日
滑
な
推
進
を
図
る

た
め
、
串
本
町
地
藉
調
査
地

IX推
進
委
員

会
を
設
置
し
ま
す
。
地
似
推
進
委
員
は
間

査
実
施
地
区
の
地
理
に
梢
通
し
た
方
の
う

ち
か
ら
町
長
が
委
底
し
ま
す
。

●
串
本
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

ご
み
袋
販
'
[JL

単
価
に
つ
い
て
次
の
と
お

り
改

wし
ま
し
た
。
（
中
成

17
年
10
月
か

ら
実
施
）

【
改
正
前
】

50
e
袋

（可
燃

・
不
燃）

1
枚

30
日

50
e
袋

（賽
源

・
廃
プ）

1
枚
25
日

30
e
袋

（可
燃

・
不
燃
）
1
枚
1
8
日

30
e
袋

（賽
源

・
廃
プ
）
1
枚
1
5
日

15e袋
（可
甦

1
枚
12
円

【
改
正
後
】

5
0
e
袋

3
0
e
袋

15
e袋

●
串
本
町
病
院
問
題
検
討
委
員
会
設
置

l

条
例串

本
、
ー1
座
川
両
病
院
の
統
合
、
祈
病

院
の
建
設
等
を
総
合
的
に
検
討
す
る
た
め
、

検
討
委
員
会
を
設
晋
し
ま
す
。

―

町

職

員

の

人

事

異

動

＿

[

]内
は
旧
戦

一

＿

半

成

1

7

年

7

月

1
n付
＿

＿
財
政
課
長
事
務
取
扱
い
（
助
役
）

＿

神
田一＿
＿知
人

〔財
政
課
長
〕
一

＿
環
境
衛
牛
課
（
串
本
町
古
座
川
町
衛
＿

＿
牛
施
設
事
務
組
合
榮
務
兼
務
）

＿

名
田
倍
也

＿

＿
◎
教
育
委
員
会
発
令

＿

半

成

1

7

年
6
月

1
n付
一

＿
教
育
次
長
兼
務

猪
村
和
己

〔学
校
教
有
課
長
〕

＿

r
 _
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
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手
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、上

末
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■ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
改
善
補
助
金

1
6
0
万
円

地
荒
に
よ
っ

て
例
れ
た
ブ
ロ
ソ
ク
塀
、

右
塀
、
レ
ン
ガ
塀
等
で
、
避
難
が
妨
げ

ら
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ

れ
ら
の
塀
の
撤
去
及
び
、
撤
去
後
の
生

知
の
植
栽
に
つ
い
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

■木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業

1
,
6
2
0
万
円

昭
和
56
年
5呂
月
31
日
以
柿
に
建
築
さ

れ
た
木
造
住
宅
に
つ
い
て
、
耐
定
診
所

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

耐
裳
診
断
受
診
後
、

改
修
の
必
安
が

あ
る
と
診
断
さ
れ
た
家
崖
の
う
ち
、
希

望
さ
れ
る
力
に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま

す
。

●
串
本
町
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す

る
条
例

囚
会
議
員
の
杏
産
等
の
公
間
等
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
ぎ
、
串
木
町
に
の
賽
産
の

公
間
に
つ
い
て
必
安
乎
珀
を
定
め
ま
し
た。

●
串
本
町
収
入
役
の
事
務
の
兼
掌
に
関

す
る
条
例

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き、

収
入

役
を
罹
か
ず
、
助
役
が
そ
の
市
務
を
兼
掌

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

トルコ軍艦遭難110周年追泊式典（平成12年）

ブロ ック塀等から生垣への建て替え

費用 を助成しま す

■可
燃
ご
み
処
理
県
外
委
託
料

2
億
2
,
8
7
7
万
3
千
円

田
井
ご
み
処
坪
場
が
閉
鎮
に
な

っ
た

た
め
、

可
燃
ご
み
を
県
外
へ
運
搬
し
て

処
理
し
ま
す。

■廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
処
理
委
託
料

3
,
7
5
9
万
円

廃
プ
ラ
ス
チ
ノ
ク
類
の
ご
み
の
処
理

に
つ
い
て
業
者
に
委
北
を
行
い
ま
す
。

■消
防
高
規
格
救
急
車
隣
入

3
,
1
9
4
万
7
千
円

町
民
の
命
と
安
令
を
守
る
た
め
、

必

朽
化
し
た
救
怠
申
を
高
度
救
念
様
器
を

拮
載
し
た
商
規
格
救
急
申
に
貿
い
替

え
、
串
本
消
防
署
に
配
申
し
ま
す
。

■潮
岬
中
学
校
校
舎
建
設
準
備
費

7
,
9
3
4
万
8
千
円

潮
岬
中
学
校
の
校
舎
建
設
に
つ
い

て

は
、
1
6
年
度
か
ら
18
年
没
の
3
年
間
で

5
,
0
0
0
万
日
ず
つ
積
み
立
て
る
準

備
基
金
を
創
設
し
て
い
ま
す
が
、
本
年

度
は
建
設
に
向
け
て
、
地
質
調
査
、
設

計
去
託
料
を
計
上
し
、
1
8
年
度
建
設
に

向
け
た
準
備
を
行
い
ま
す
。

急〗広報 く しもと 8 広報くしもと 8
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■特菓 ラムサール条約

圭：録を考える

ラムサール条約圭録候補地

串本は北緯33度30分という位置こあり、本来、海藻

の茂る温帯の海に属します。串本の海 1ご〶るはすのな

い熱帯海域のサンコが群生しているのは、南から暖か

い水を速んでくる黒瑚の働きによるもので、このよう

な景観は世界的に見ても大変珍しいものです。

親在、錆浦海岸区域355ha、潮岬西岸区域205ha、

適夜島北岸区域13.?haがラムサール条約登録候補地

として登録申請されています。

- I 

—·一厄町

ラムサール条約の対象となる湿地 (wetlands)

黒
潮
の
恵
み
を
受
け
、
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
る
私
た
ち
の
串
本
町
。
旧
串
本
町
が
「
サ
ン

コ
の
町
宣
言」

を
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
串
本
の
海
は
テ
ー
ブ
ル
サ
ン
コ
の
群
生

地
と
し
て
は
世
界
最
北
限
と
言
わ
れ
て
お
り
、
多
様
な
生
態
系
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

に
笞
か
な
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
こ
の
串
本
の
海
が
、
本
年
11
月
に
国
際
湿
地
条
約
「
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
」
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
今
、
私
た
ち
の
海
が
世
界
の
注
目
を

集
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

■ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
と
は
？

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
は
、
別
名
国
際

湿
地
条
約
と
も
言
わ
れ
る
世
界
中
の

重
要
な
湿
地
を
保
設
す
る
た
め

の
国

際
条
約
で
す
。
岡
年
、
イ
ラ
ン
の
カ

ス

ピ
海
湖
畔
の
町
ラ
ム
サ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
国
際
会
議
で
採
択
さ
れ
た
こ

と
か
ら
そ
の
名
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
は
、
特
に
水
烏

に
と
っ
て
重
要
な
湿
地
を
保
仝
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
条

約
で
す
が
、
水
烏
だ
け
で
な
く
人
間

や
多
く
の
生
物
に
と

っ
て
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
生
息
環
境
で
あ
り
な

が
ら
容
易
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
湿

地
を
保
仝
し
、
次
世
代
に
伝
え
て
い

く
こ
と
を
捉
唱
し
て
い
ま
す
。

湿
地
と
い
う
と
、
湖
や
湿
原
な
ど

が
真

っ
先
に
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
浮
か

ぶ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
条
約

で
は
、

そ
う
い
っ
た
場
所
だ
け
で
な

く
、
水
田
や
た
め
池
、
河
川
、

干
潟、

水
深
が

6
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
涌

城
な
ど
に
つ
い
て
も
湿
地

(
W
e
t

l
a
n
d
s
)
と
定
義
し
、
そ
の
保

全

・
再
生
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

■賢
明
な
利
用
(
W

ー
S
e
u
s
e
)

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
は
湿
地
を
保
仝

す
る
た
め
に
、
人

の
立
ち
入
り
や
狩

猟
を
繁
止
し
た
り
と
い
っ
た
新
た
な

規
制
を
設
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん。
私
た
ち
は
磯
で
具
を
獲

っ
た
り
、

魚
を
釣

っ
た
り
、

磯
迦
び
を
し
た
り

と
、
様
々
な
恵
み
を
受
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
条
約
登
録
後
も
何

ら
規
制
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
が
捉
唱
し
て
い

る
の
は
、
私
た
ち
が
現
在
恩
忠
を
受

け
て
い
る
水
辺
の
自
然
生
態
系
を

f

孫
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
守
り
つ
つ、

こ
れ
を
上
手
に
利
用
す
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
す
。

海
に
抱
か
れ
た
串
本
町
に
は
、
海

に
ま
つ
わ
る
様
々
な
歴
史

・
文
化
が

あ
り
、
漁
業
に
観
光
に
と
海
の
患
み

を
活
用
し
た
町
づ
く
り
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
恵
み
を
未

米
の
＇ナ
ど
も
た
ち
が
変
わ
ら
ず
受
け

統
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
血
早
か
な

海
を
大
切
に
守
っ

て
い
く
こ
と
が
私

た
ち
の
役
目
な
の

で
す
。

ラムサール条約は産業や人々の生活とバランスのとれた

保全を進めることを提唱しています。

第 1章

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
っ
て

何
だ
ろ
う
？

磯遊びを楽しむ子どもたち。串木の海は私たち に

たくさ んの恵みを与えてく れています。

勺〗広報くしもと 8 広報くしもと 8
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ラムサール条約
=登録を考える

串
本
沿
岸
海
域
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

登
録
を
考
え
る
に
あ
た
り
最
も
軍
安
な

こ
と
は
、
こ
の
条
約
の
目
的
と
意
義
を

し
っ
か
り
坪
解
す
る
こ
と
、
そ
し
て
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
に
指
定
さ
れ
る
に
足
る

ほ
ど
の
串
本
の
素
晴
ら
し
い
自
然
に
つ

い
て
正
し
い
知
識
を
も
つ
こ
と
、
こ
の

2
点
だ
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
は
学
校
の
総
合
学
習
と
し
て
も

優
れ
た
テ
ー
マ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

＋
ど
も
た
ち
は
自
分
が
宝
の
山
に
訓
ま

れ
て
生
活
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
旱

く
気
付
い

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
し、

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
教
師
が
地
元
の

自
然
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
こ
の
条
約
に
迂
録
さ
れ
た

海
域
だ
け
を
守
っ
て
い
け
は
い
い
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
の
住
ん
で

い
る
周
り
に
も
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
自
然
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
に
気
付
く
き

っ
か
け
と
す
る

こ
と
が
こ
の
条
約
の
正
し
い
利
用

h
法

で
し
ょ
う。

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
中
で
、
ど

う
す
れ
ば
自
然
を
守
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
、
大
人
も
＋
ど
も
も
一
緒
に
な
っ

て
考
え
る
よ
う
な
町

の
雰
囲
気
を

つ

く
っ
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

巾
本
の

f
ど
も
た
ち
は

宝
の
山
に
囲
ま
れ
て
い
る

串本海中公園セ ンター館長

鈎浦海中公園研究所所長

串本町教育委貝長

うちた ひ ろ お み

内田紘臣さん

串本町民体験ダイピンク開催のお知らせ

-.'f: -・―ぷふ`

｀ 

串本洵中公固セン ターては串本仕住の皆こんに世界的にイ！名な串本の自

然（サ ンゴや熱帯魚） を身近に1本感していただくため、初めての方を対象

とした 「体験ダイビング」を合凹しました。通常料令 13,000円の体験ダ

イビングを、保除科とレ ンタル器材世のみの 5.000円で丈施いたします。

""'必要なもの水沿とタオルだけ I 
""'設定日 8月21n (n)、28日(n)の 2日間 i 
▼募集人員 ＇ 

中学牛以上 1日16名 （全32名） ， 
| 

※9: 00、11:00、13:00、15:00の 4つの時 ！ 
間常にて定貝4名ずつとさせていただぎます。 I 

▼お申し込み

〒649-3514 串本町有田 11 o 7 

串本ダイビングパーク 町民体験ダイビング係

TEL0735-62-6091 

※事前にお竜話にてご］；約ください。

※台風な ど荒大時は中止する場合があります。

串本沿岸海域のラムサール条約への登録は、本年11月にアフ リカのウガンダで開催

される ラムサール条約締約la.I会議において審杏、決定さ れます。 吹祁「く しもと」

では、今後もラ ムサール条約1月係の情拉について随時お知らせ してま いります。

串
本
の
海
は
、
地
理
学
的
に
見
て
も
、

こ
れ
だ
け
北
に
あ
り
な
が
ら
大
規
校
な

サ
ン
ゴ
の
群
落
が
広
が

っ
て
い
る
IU界

的
に
も
非
常
に
珍
し
い
場
所
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
―
戸
え
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
仕
事
上、

日
本
令
国
で
多
く
の

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
迂
録
に
立
ち

会

っ
て
き
ま
し
た
が
、

（平
成

17
年
7

月
現
存
、
日
本
の
登
録
湿
地
は

13
ヶ
PJi
)

登
録
の
際
に
は
大
き
な
盛
り
上
が
り
を

み
せ
る
も
の
の
、
そ
の
後
は
熱
が
し
ぽ

ん
で
い
っ
て
し
ま
う
例
も
見
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
今
回
、

串
本
町
で
会
議
を

重
ね
て
い
く
中
で
、
地
元
の
力
々
が
決

し
て
イ
ベ
ン
ト
だ
け
に
走
る
の
で
は
な

く
、
自
然
の
保
設
や
地
域
住
民
・

チ
ど

も
た
ち
へ
の
啓
発
な
ど
を
ま
ず
第

一
に

考
え
て
発
―
-I

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
と
い
う
こ

と
に
な
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
で

マ
ス
コ
ミ

等
へ
の
露
出
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
、

串
本
に
は
こ
の
よ
う
な

美
し
い
海
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
海
を
知

り
、
海
の
こ
と
を
よ
く
考
え
て
お
ら
れ

る
人
々
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
令
国
に

発
仁
し
て

い
っ
て
ぽ
し
い
で
す
ね
。

串本海中公園セ ンター

学術部学芸H
うい

宇井
しんすけ

晋介さん

も
っ
と
磯
で
遊
び

串
本
の
海
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い

環桜省 自然環J迄周

近畿地区自然保設事務所

支所長

さこ う

酒向

熊野支所

t—か―

責子さん

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
は
串
本
の
海

を
仝
国
に
発
に
す
る
千
載

一
遇
の
チ

ャ

ン
ス
と
捉
え
て
い
ま
す
。

海
中
公
園
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ラ

ム

サ
ー
ル
条
約
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を

多
く
の

h
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
ラ
ム
サ
ー
ル
介
画
展
（
仮
匙
）
」
を
オ
ー

プ
ン
し
、

1
年
間
く
ら
い
の
に
い
期
尚

を
か
け
て

P
R
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
串
本
の
海
の

芙
し
さ
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
は

「
休
験
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
軍
安
だ

と
思
い

ま
す
の

で
、
夏
場
に

は
シ

ュ

ノ
ー
ケ
ル
や
磯
遊
び
な
ど
の
休
験
型
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

串
本
で
は
、
膝
く
ら
い
ま
で
海
に
入

れ
ば
も
う
千
の
用
く
と
こ
ろ
に
た
く
さ

ん
の
サ
ン
ゴ
が
生
え
て
い
ま
す
。
串
本

の
海
は
本
当
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
地
元
の
人
た
ち
も
あ
ま
り

分
か

っ
て
い
な
い
こ
と
が
残
念
で
す
。

都
会
か
ら
何
時
間
も
か
け
て
串
本
ま
で

磯
追
び
を
し
に
く
る
人
々
も
い
る
の
で

す
か
ら
、
地
元
の
十
ど
も
も
大
人
も
ど

ん
ど
ん
磯
で
近
び
、
い
ろ
ん
な
も
の
に

触
れ
て
、
串
本
の
海
の
こ
と
を
も
っ
と

知

っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す。
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催
し
ま
し
た。

会
場
に
は
、
寿
司
や
文
ぷ
ら
を
始

め
、
点
付
け
、
吸
い
物
、
か
ま
ぼ
こ

な
ど
、
ト
ビ
ウ
オ
を
使

っ
た
料
理
が

所
せ
ま
し
と
並
べ
ら
れ
、
約
600
人
の

束
場
者
が
試
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

兵
晦
県
か
ら
束
た
と
い
う
西
尾
芙

智
＋
さ
ん
は

「瀬
戸
内

の
魚
も
お

い
し
い
が
、

ト
ビ
ウ
オ
も
な
か
な
か
。

特
に
お
つ
く
り
が
お
い

し
か
っ
た
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た。

同
倶
楽
部
の
折
口
会

K
は、

「
こ
れ
だ
け
の

お
吝
様
に
束
て
い
た
だ

き
本
古
に
う
れ
し

い
。

木
日
束
場
さ
れ
た
皆
さ

ん
か
ら
串
木
の
ト
ビ
ウ

オ
が
ど
ん
ど
ん
浸
透
し

て
い
っ
て
ほ
し
い。
」

と
手
ご
た
え
を
つ
か
ん

だ
枷
＋
で
し
た
。

、ニ

ずら りと並べられたトピ ウオ料理に舌鼓を打つ来場者の皆さん

串
木
の
ト
ビ
ウ
オ
を
広
く
ア
ピ
ー

ル
し
、

町
お
こ
し
に
活
か
そ
う
と
活

動
し
て

い
る

「く
し
も
と
ト
ッ
ピ
ー

但
楽
部
」

（折
口
孝
会
長）

が
、
6

月
2
6
日
、
串
木
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に

て、

ト
ビ
ウ
オ
料
理
の
展

不・

試
食

イ
ベ
ン
ト

「
ト
ソ
ビ
ー
祭
り
」
を
開

7

月
1

日
、

町
関
係
者
な
ど
が
出
席
し

、

町
内
の
橋
杭

•

田
原
海
水
浴
場
に
て

相
次
い
で
海
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
朝
か
ら
快
晴
に
恵
ま
れ
、
ま
さ
に
絶
好
の
海
水
浴
日
和
。
安
全
祈
願

の
神
市
の
後
、
橋
杭
海
水
浴
場
て
は
橋
杭
小
学
校
の
児
章
が
、
田
原
海
水
浴
場
て

は
上
野
山
保
育
所
の
間
児
が
初
泳
き
を
行
い
、
砂
浜
は
さ
っ
そ
く
＋
と
も
た
ち
の

人
き
な
歓
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
海
水
浴
場
も
史
衣
室

・
シ
ャ
ワ
ー
・
ト
イ
レ
・
駐
車
場
が
備
え
付
け

ら
れ
て
お
り
、
昨
シ
ー
ズ
ン
は
橋
杭
で
約
6
万
人
、
田
原
で
約
53
千
人
の
観
光
客

が
訪
れ
ま
し
た
。橋

杭
海
水
浴
場
で
の
テ
ー
プ
カ
ソ
ト

7
月
1
4
日
、
町
に
室
に
て
人
枠
掩
護
委
員
の
委

嘱
状
伝
達
人
が
行
わ
れ
、
町
内
1
11
田
の
谷
木
節
代

さ
ん
に
委
颯
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た、

T
成

4
年
9
月
か
ら
12
年
9
ヶ
月
に
わ

た
っ

て
神
野
川
の
人
枠
擁
護
委
員
を
務
め
ら
れ
た

谷
口
哲
文
さ
ん
に
6
月
30
日
付
け
て
感
謝
状
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

人
枠
擁
護
委
員
は
法
務
人
い
の
委
底
を
受
け
て

地
域
に
配
置
さ
れ
、
人
枠
相
設
の
開
催
な
ど
、
人

枠
思
想
の
普
及

・
忘
揚
の
た
め
の
活
動
を
行
う
委

貝
で
す
。
任
期
は
3
年
で
す。

6
月
2
6
日
、

串
本
町
B
&
G
海
汀

セ
ン

タ
ー
の
温
水
プ
ー

ル
に
て
、
町

内
の
小
学
校
8
校
か
ら
4
1

6
年
生

4
1
名
（
男
12
名

L久
29
名
）
が
参
加

し
て
着
衣
泳
の
講
宵
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

講
齊
会
で
は
、
ま
ず
服
を
着
た
ま

ま
プ
ー
ル
の
中
を
歩
い
た
り
泳
い
だ

り
し
て
、
衣
服
が
体
に
ま
と
わ
り
つ

い
て
く
る
感
覚
を
確
か
め
た
後
、
空

初泳ぎに歓声を上げる橋杭小学校の児章たち

気
を
入
れ
た
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
を
利
用

し
て
浮
力
を
得
る
方
法
や
、
謀
っ
て

水
に
落
ち
た
後
す
ぐ
に
岸
に
戻
る
練

四
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

講
叩H
会
を
終
え
た
＋
ど
も
た
ち
は
、

「水
港
と
ち
が
っ

て
重
く
て
泳
ぎ
に

く
か
っ
た。
」
「今
日
習
っ
た
こ
と
が

で
き
た
ら

（水
に
落
ち
て
も
）
浮
い

て
い
ら
れ
そ
う
。
」
と
い

っ
た
感
想

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

講
習
会

| 

子どもたちは服によって増した水の抵抗に四苦八苦

水
に
落
ち
た
友
達
に

ペ
ッ
ト
ポ
ト
ル
を
投
げ
る
練
習

田
原
海
水
浴
場
で
の
安
全
祈
髄

神
事

谷
本
さ
ん
に
委
嘱
状

人
権
擁
護
委
員

串
本
の
夏
開
幕
！

橋
杭
•
田
原
海
水
浴
場
海
開
き

法務局職員から委嘱状を交付される谷木さん

、ー！〗広報 く しもと 8 広報くしもと 8
\~ 

0
-
ー
'~ 



〈出
生
児
氏
名
〉
〈
届
出
人
〉
〈
地
区
〉

n
ゅ
う
が

函

下

流

河

浩

湖

岬

れ
つ

谷

元

烈

彰

人

潮

岬

而

村

駿

釉

圭

吾

串

本

深

右

み

ど

り

亙

串

本

あ
っ
と

射

場

惇

人

一

馬

有

田

た
く
み

固
村

匠

筑

潮

岬

nん

山
崎

凜

将

司

串

本

し

や

ろ

む

北

山

釈

良

睦

土

良

馬

潮

岬

ち
ひ
る

今

井

千

尋

卓

也

須

江

〈
1
1
9番
通
報
の
会
話
の
流
れ
〉

消
防
署
「
は
い
、
串
本
（
古
肥
）
消
防
署

で
す
。
火
事
で
す
か
救
急
で
す
か
。
」

通
報
者

「救
急
で
す
。
場
所
は

0
0
で

す。」
消
防
署
「
な
に
か

U
椋
物
が
あ
り
ま
す

、。カ
」

通
報
者
「

0
0小
学
校
の
近
く
で
す
。

o
o
h面
に
向
か

っ
て

0
軒
日
の
右
側

で
す
。」

消
防
署
「
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
、
詳
し

い
状
況
を
教
え
て
下
さ
い
。」

通
報
者

「
お
じ
い
さ
ん
が
、
庭
で
こ
け

て
立
て
ま
せ
ん
。
意
識
は
は

っ
き
り
し

◇
南
地
敏
明
さ
ん

（串
本
）
か
ら
、

，L
犀

面
枝
）
の
香
典
返
し
と
し
て
串
本
第

3
と
人
ク
ラ
ブ
及
び
社
会
福
祉
協
議

会
へ

。

◇
杉
本
忠
さ
ん
（中
洛
）
か
ら
、
．
」
は
（
ツ

ギ
エ
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会
福

祉
協
議
会
へ

。

◇
山
崎
多
喜
雄
さ
ん
（
姫
）
か
ら
、
亡
父

（正
臣
）
の
香
典
返
し
と
し
て
社
会
福

祉
協
議
会
へ

。

◇
版
浦
隆
＋
さ
ん

（押
野
）
か
ら
、

'L
大

（美知
11
男
）
の
否
典
返
し
と
し
て
礼
会

幅
祉
協
議
会

へ
。

◇
高
閻
政
司
さ
ん
（和
歌
山
市
）
か
ら
、

4
月
1
日
に
旧
串
本
町
と
旧
古
座
町
の
合
併
に
よ

っ

て
新
し
い
串
本
町
が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
火
災

・
救
急

時
の
通
報
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
の

1
1
9
回
線
と
同

じ
で
旧
串
本
町
は
串
本
消
防
署
、
旧
古
座
町
は
古
座
消

防
署

（旧
古
座
JII
消
防
署）

に
つ
な
が
り
ま
す
。
（携

帯
電
話
か
ら

1
1
9
番
通
報
し
た
場
合
は
、

田
辺
市
消

防
本
部
か
ら
各
署
に
転
送
さ
れ
ま
す
。
）

電
話
を
し
て

い
る
問
に
、
出
動
ま
た
は
出
動
準
備
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
と
落
ち
つ
い
て
係
員
の

質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

て
い
ま
す
が
、
右
足
が
痛
い
と

――口

つ
て

い
ま
す
。
」

消
防
署
「
お
じ
い
さ
ん
の
名
前
と
年
齢

を
教
え
て
下
さ
い
。」

通
報
者

「
0
0
0
0
で
す
。
大
正

0
0

年

0
0月
O
O
n生
ま
れ
で
す
。
」

消
防
署
「
最
後
に
あ
な
た
の
お
名
前
と

今
使
っ
て
い

る
電
話
番
り
を
教
え
て
下

さ
い
。」

通
報
者

「
0
0
0
0
で
す
。

電
話
番
り

は

0
0
|
0
0
0
0
で
す
。」

消
防
署

「そ
れ
で
は
、
救
急
車
が
近
く

に
＊
た
ら
、
誘
導
を
お
犀
い
し
ま
す
。」

_
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i夏の日をおもいっきり遊ぼう！l i 

御璧伽璽， ： 戸

；黒潮の忠みを受けた美しい溺へ、温かい触れ合いの息 ＼ ， ．． I （ 

；い出つくりに出かけませんか咋飼漁港・白野漁港て ・；．， 呪｛ ． •i ; 

（ 開催さ れる悔遥休験プログラムては参加者を大募集 し： ています！！ 白“9 '川；
（ 圃囮 回 8月6日は）．13EI（土）．20EI(±) 雹嗣顕諭 疇催日の 1逓問前まで1こ須江漁協 i 
（ まてお申し込みくたさい i 
; 13時00分集合 13時3吟 開始 笥話 • FAXでお申し込みください。 （ 

／ 霞夷回 誓::~i1r::し：駅（車て送迎あり） 醗還愕醗 喜；［胃讐冒霊06
（ お車の方は白野漁港集合 Fax 0735 65 0378 1 

1.ガイダンス 2漁船乗船体験（大島一周） 口座振り込み． または当El会場にて ・： 卿疇 ：塁害胃プ体寄？言験 』P帽口ご雷;;；誓 I 
I 

5.須江地区の味体験（マダイトコブシ） 醤通預金 2初715 I 
・ 大人（高校生以上）3，000円

i 鎖躙洞l子ども（小中学生）2，⑮円 I 年◎疇 各開催Elの3El前まで受け付けま寸。 i 
・ 幼児 1，⑫ 円 3歳以下無料 ※匝体申し込み1こよる臨時開催は別途お問い合わせ下さい， i 
（ 雹覇饂 麟 50名 （最低10名）

【主催】須江漁業協同組合

／ 【後援l（社）和歌山県観光連盟・串本町観光協会 i 
，ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•ヽ•...... 

⑫ 広報くしもと 8

※吹報への掲戦を希翌されない）jは、)州|'，の際に窓nにお lilし！1',ください。

‘I'・樽 1故 谷 村
野井浦川上

政 み 芙 あ千
ほ押 き

治 枝 男み 鶴

61 90 77 90 96 

串 田 押 潮潮

本拍野岬岬

ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

芝
峰

佑

樹

（
野

T

幸

上
田
原

上
田
原

．．
 
い
つ
ま
で
も

お
幸
せ
に

5
 

I

息＂＇

ヽ

ご
寄
付
あ
り
が
と
うご

ざ
い
ま
す

よろこび

かなしみ

(6 w:::1寸分、 ij欠杓、囲各）

隻

お
誕
生
お
戸

5
心い，

海 廣束 ii(束閃櫻 構 ill稲
出畑 j;(,j口田谷 溝本加．

茂 義 君 オ久己 代ゑ 福
卜 巌

秋夫枝 工美 一 濫 み ー

56 83 98 84 73 82 78 84 78 88 
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一

お

詫

び

と

訂

正

i

7

月
り
中
の
寄
付
の
欄
で
、
誤

i

―

―

 

一
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
誌
び
し
て

一

―

―

 

~
訂正
い
た
し
ま
す
。

一

―

―

 

-

（誤）

◇
に
野
寛
治
さ
ん
（
西
回
）
一

―
か
ら
、
＇
」
は
（
弘
＋

）
の
否
典
追
し
一

―

―

 

~
と

し
て
社
会
輻
祉
協
議
会
へ
。

~

~
（正
）
◇
に
野
党
治
さ
ん
（
西
回
）~

―

―

 

一

か
ら
、
，L
妻
（
弘＋
）の
否
典
返
し

—

一
と
し
て
社
会
幅
祉
協
議
会
へ

。

一

―

―

 
．

｀

 

,',• 

今年の火災・救急件数
-7月1日現在一

火災件数 救急件数

建物 2件交通 45件

林 野 0件急病 3ワ4件

その他 1件 その他 176件

合 計 3件合計 595件

火災のない住みよい豊かな町づ くり

古 神西西田串田串出
姫野

座 川 1切 l'-'J原本中．本空

'」
は
（
ハ

ギ
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社

会
幅
祉
協
議
会
へ

。

◇
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
忠
地
区
か
ら
、

社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

8月は道路ふれあい月間です

（rベビーカー車椅子にも笑顔の道を」）

道路は日頃の生活には無くてはならないものてす。

また、市洵、東内洵地浜発

生時に遵難の妨げとなること

のないよう、今一度排水溝や

道路上に置いているものがな

いか確認しましょう 。

9,、99 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 
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1 ．串本町病院問題検討委員会委員募集 I 

※
巾
込
書
を
希
望
さ
れ
る

h
は
、
〈
11
画

課
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
推
進
宰
、
本
庁
舎
ま

た
は
第
2
庁
舎
窓
口
に
て
配
付
さ
せ
て

い
た
だ
く
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
ご
使
川
く
だ
さ

‘
 

しイ

作

文

テ
ー
マ
「
串
本
町
に
お
け

る
祈
病
院
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
」

※
覇
字
程
度
／
市
販
原
稿
川
紙
ま
た
は

A
4
版
用
紙
に
横
書
き

【
提
出
及
び
問
い
合
わ
せ
先
】

▽
住
pJi

〒

6
4
9
|
3

5
9
2

串
本
町
串
本

1
8
0
0
番
地

串

本
町
役
場
本
庁
舎

▽
担
当

〈11
画
課
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
宰
（
串
本

町
役
場
本
庁
舎
3
階
）

•
o
7
3

5

|

6
2

|

0
5
5
J
5

（
芍

線
空

郎

0
7
3
5
J
_
6
2
|
6
9
7
0

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

ki
k
a
k
u
@
t
o
w
n
.
 ku

s
h
i
m
o
to
.
 

w
a
k
a
y
a
m
a
.
 j
p
 

【
提
出
方
法
】

直
按
持
参、

郵
送
、
F
A
X
又
は
電
十

メ
ー
ル

※し
直
接
持
参
の
場
合
の
受
付
は
、

T
日

の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
1
5
分

ー
職
務
内
容

住
民
代
表
委
員
の
臓
務
内
容
は
、
串

本
病
院
井
び
に
古
陀
川
病
院
の
統
合
、

祈
病
院
建
設
及
び
診
療
利
等
、
病
院
に

係
る
問
題
に
つ
い
て
、
町

K
の
諮
問
に

応
ず
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
必
安
な
調

査
及
び
提
耳
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2

応
募
資
格

ま
で
と
し
ま
す
。

※
応
募
に
安
す
る
通
に
費
、
交
通
費
等

の
経
費
は、

令
て
自
己
負
担
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
提
出
期
限
l

T
成
1
7
年
8
月
31
日
（
水
）

午
後
5
時
15
分
必
着

※
郵
送
の
場
合
の
受
付
は
、
当
日
消
印

有
幼
と
し
ま
す
。

4

公
募
期
間

中
成
17
年
8
月
1
日

（月）

か
ら
中
成

17
年
8
月
31
日

（水
）
ま
で

5

公
募
人
数

住
民
代
表
委
貝
の
公
募
人
数
は
、
次

の
と
お
り
年
齢
階
級
別
で
計
1
0
名
と
し

ま
す。

①
2
0
歳
以
上
30
歳
未
滴
の
男
竹
及
び
女

竹

各

1
名

②
30
歳
以
上

40
歳
未
満
の
男
件
及
び
女

竹

各

1
名

③
40
歳
以
上
50
歳
未
満
の
男
竹
及
び
女

竹

各
1
名

④
5
0
歳
以
上
60
歳
未
満
の
男
竹
及
び
女

竹

各
1
名

⑤

60
歳

以

上

の
男
竹

及

び
久

竹

各
1
名

※
上
記
年
齢
は
、
満
年
齢
で
平
成
17
年

3
月
31
日
を
某
準
日
と
し
ま
す。

串本Ill」病院間題検討委貝会委員 公募申込苫

中本IIIJ介 ［叫課 プロ ジェクト推；せ字 あて

次のとおり 、串本IIIJ病仇lけ1迫検討委日会委日に応森 しよすシ

応呑出込年月 II ・['成 年 月 II 

（ふりがな） I社 1JII

氏 名 I刃 ・ 久

4 年月 II 年 11 1 1 4 (iiiJ 哉）

〒6・19-

I)l ft Hi 束寸‘安郡中本IIIJ

（電話番り ） 

庁宅

連絡凡 及ぴ 勤務うし

電活岱 り等 その他

（電話番り ） 

戦 茫

※経は等について、冗し支えなければご記入くださいe

年 n I 1、J 谷

本
町
病
院
問
題

検
討
委
員
会
』

住
民
代
表
委
日
の
応
募
資
格
は
、
次

の
3
つ
の
安
付
を
令
て
満
た
す
h
を
対

象
と
し
ま
す
。

⑦
現
在

串

本
町
に
存
住
で
、
か
つ、

満
20
歳
以
上

（平
成
17
年
3
月
31
日
時

点）

の
カ

②
月
に
1
回
程
度
、
町
内
に
お
い
て
、

中
日
に
開
催
さ
れ
る
検
叶
委
貝
会
に
出

屈
が
可
能
な

h

※
1
阿
の
検
吋
委
員
会
の
所
安
時
憫
は
、

1
時
間
30
分
程
度
を

f
定
し
て

い
ま
す。

③
病
院
間
題
に
対
す
る
関
心
を
持
ち、

6

選
考
方
法
等

住
民
代
表
委
日
の
選
考
は
、
町
に
お

い
て、

提
出
し
て

い
た
だ
い
た
由
込
害

及
び
作
文
に

つ
い
て
検
叶
の
う
え
決
定

し
去
喉
し
ま
す
。
な
お
、
選
考
結
果
は
、

応
募
者
仝
日
に
通
知
し
ま
す
。

7

任

期

住
民
代
表
去
日
の
任
期
は
、
全
騒
の

日
か
ら
2
年
間
で
す
。
た
だ
し
、

再
任

を
妨
げ
ま
せ
ん
。

8

報
酬
等

住
民
代
表
妥
日
の
報
酬
及
び
費
川
弁

償
は、

検
討
妥
R
（会
の
他
の
委
日
と
同

公募申込書の様式例

委
員
募
集

串
本
町
で
は
、
新
町
建
設
計
画
に
基
づ
き
、
串
本
病
院
と
古
座
JII
病
院
を
統
合
し
新
病

院
を
建
設
す
る
に
あ
た
り
、
病
院
に
係
る
問
題
に

つ
い
て
総
合
的
に
検
討
を
進
め
て
い
く

た
め
、
病
院
問
題
検
討
委
員
会
を
設
四
い
た
し
ま
す
。
委
員
会
は
町
議
会
議
員
、
学
識
経

験
者
、
町
内
医
師
会
、
町
内
公
共
的
団
体
、
栗
行
政
機
関
並
び
に
住
民
の
代
表
に
よ

っ
て

構
成
さ
れ
、
こ
の
委
員
会
の
住
民
代
表
委
員
と
な

っ
て
い
た
だ
け
る
方
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

住
民
を
代
表
す
る
去
日
と
し
て
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
る
カ

3

応
募
方
法

住
民
代
表
妥
日
の
応
募

h
法
は
、
次

の
と
お
り
と
し
ま
す
。

【
提
出
書
類
】

ア

串

本
町
病
院
閲
題
検
討
委
[H
（会
委

日
公
募
巾
込
書
（
以
下

「巾
込
害
」
と

い
う
。
）

※
巾
込
書
の
記
入
事
項
が
網
紐
さ
れ
て

い
れ
ば
、
様
式
は
間
い
ま
せ
ん
。

様
の
某
準
で
、
検
叶
委
員
会
開
催
時
に

支
払
う
も
の
と
し
ま
す
。

9

留
意
事
項

住
民
代
表
妥
日
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
に
つ

い
て
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦

育

（
の
地
位
を
政
治
、
営
利
及
び
宗

教
上
の
目
的
に
利
用
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と

②
検
討
会
[H
（会
に
お
い
て
、

知
り
得
た

秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と

⑮ 広報 くしもと 8 広報くしもと 8
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和
歌
山
県
が
誘
致
す
る
ー
T
企
業
へ
の

就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

「き
の
く
に

I
T
人
材
バ

ン
ク
」
は
和

歌
山
県
が
誘
致
す
る
情
報
通
に
関
連
〈11

業
へ
の
就
職
を
希
望
さ
れ
る
力
を
翌
録

し
、
登
録
惰
報
を
〈
11
業
に
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、
求
職
者
と
〈11
業
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
。

マ
登
録
方
法

次
の

U
R
L
に
ア
ク

セ
ス
し
、
登
録

フ
ォ
ー
ム
に
記
入
後
、
送
信
し
て
く
だ

さ
い
。

h
t
t
p
:
/
/
,1・,1・,1・.
p
r
e
f
.
 w
a
k
a
y
a
m
a
.
l
g
.
j
p
;
 

p
r
e
f
g
/
0
6
2
2
0
0
/
 1t
b
a
n
k
/
 

マ
登
録
対
象

和
歌
山
県
が
誘
致
し
た
情
報
通
信
関
述

企
業

（今
後
誘
致
す
る
〈
rl
業
を
含
む
）

へ
の
就
職
を
希
望
さ
れ
る
h
で
祈
規
学

卒
者

・
一
般
求
職
者
を
間
い
ま
せ
ん。

将
束
就
職
を
希
望
す
る
h
も
登
録
で
き

ま
す
。

▼
登
録
メ
リ
ッ
ト

誘
致
企
業
の
求
人
惰
報
、
県
等
が
主
催

す
る
U
タ
ー
ン

フ
ェ
ア
、
誘
致
企
業
血

談
会
等
の
開
催
侑
報
、
和
歌
山
県
立
侑

報
交
流
セ

ン
タ
ー
（
愛
称
ビ
ノ

グ

・

ユ
ー
）
に
お
け
る
研
修
惰
報
、
そ
の
他

誘
致
企
業
ト
ピ
ノ
ク
ス
等
を
ご
提
供
し

ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

-T
6
4
0
|
8
5
J
8
5
J
 

和
歌
山
市
小
松
原
通
1
_
1

和
歌
山
県
企
業
立
地
宰

,
0
7
3
|
4
4
1
|
2
7
4
8
 

児
巫
扶
Y
些
j

当
•
特
別
児
空
扶Y
袋
予

当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
8

月
中
に
現
況
席
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
席
出
が
な
い
場
合
、

8
月
以
降
の
千
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

平成17年度自衛官等採用試験のこ案内

募集種目 資格 受付期問 試験 El 試験場所

高卒 9月9El 17年10月16El(El) 和歌Ll.J市
（見込含） -- 田辺 市

看誕学 三
24歳未涵 9月30日

の者

高卒 9月9日 17年11月5日（土） 和歌山市

防 衛医科 （見込含） 17年11月6日（日）

大学校学年 21歳未満 9月30El

の者

高卒 9月9El 17年11月12EI(上） 和歌山市

防衛大学校 （見込含） 17年11月13日（日） 新 宮市

邑子 生 21歳未涵 9月30日 粉 河 町

の者

※粕含泊求 ，お問い合わせぱ、自fer隊新＇呂券央事務所へ

〒647-0044 新宮市神む 3」9Fll-1槃1百ビル 2F

TEL 0735-21-3449 

お
知
ら
せ
＆
行
事

和
歌
山
県
筈
察
で
は
、
警
察
官

・
笹

察
事
務
臓
日
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
募

集
し
て
い
ま
す
。

c
警
察
官

て
受
験
資
格

昭
和
51
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
63
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
大
学

（短
大
を
除
く
）
を
卒
業
し
た

人
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人
は
除
く

て
受
付
期
間

8
月
1
日
（
月
）
1
1
2
日
（
金
）

ご
試
験
日

9
月
1
8
日
（
日
）

て
試
験
地

和
歌
山
市
・

田
辺
市

c
警
察
事
務
職
員

て
受
験
資
格

昭
和
56
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
63
年
4

社
会
推
進
セ

ン
タ
ー
”
り
ぃ

ぶ
る
“
啓

発
課0

7
3
|

4
3
5
J
|
5
3
2
4
5
 

L
 

E
 

T
 

郎

0
7
3
|
4
3
5
|
5
3
2
4
7

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

e
 0
3
1
5
0
1
2
 (
aJ
p
r
e
f
.
w
a
k
a
y
a
m
a
.
lg
.
j
p
 

マ
主
催

和
歌
山
県

▼
後
援

和
歌
山
県
教
育
委
員
会

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
大
学
に
お
け
る
存
学
期
間
が
2
年
を

超
え
る
人
は
除
く

て
受
付
期
問

8
月
1
5
日

（月
）
！

8
月
2
6
H
（金
）

ご
試
験
日

9
月
25
日

（日）

ご
試
験
地

和
歌
山
市
・
田
辺
市
・
祈
寓
市

※
詳
細
は
串
本
警
察
署
ま
た
は
最
寄
り

の
父
菌
．

Ji
布
pJiま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

n』
奎
菫

和
歌
山
県
で
は
竹
別
に
か
か
わ
り
な

く
誰
も
が
社
会
の
さ
ま
さ
ま
な
分
野
に

参
囲
で
き
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
能
力

を
十
分
に
発
揮
し
な
が
ら
い
き
い
き
と

蓉
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
、

「男
女
共

回
参
画
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。「
男
女

共
同
参
回
」
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

く
た
め
、
皆
様
ガ
か
ら
啓
発
ポ
ス
タ
ー

を
募
史
い
た
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

「
み
ん
な
が
輝
く
男
女
共
同
参
画
」

※
作
品
へ

の
記
載
は
自

111

マ
規
格

ヽ

四
ツ
切
画
用
紙
を
ヨ
コ
に
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。
（
色
彩
、
画
材
、
画
法
は
自
由
）

※
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

▼
応
募
資
格

和
歌
山
県
内
在
住
、
布
勤
、
在
学
の

h

▼
応
募
方
法

作
晶
の
裏
印
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
蛉
、

学
校
名
、
学
年
、
電
話
番
ぃ
夕
を
UJJ記
し
、

作
品
を
折
り
曲
げ
な
い
よ
う
に
し
て
、

県
男
女
共
生
社
会
推
進
セ
ン
タ
ー
も
し

く
は
東
牟
麦
振
OO
ハ
局
県
民
行
政
部
総
務

課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
締
切

9
月
1
6
H
（当
日
消
印
有
幼
）

了
嘗

最
優
秀
貨
（
小
学
生
の
郊
、
中
学
生
の

部
、
高
校
生
の
部
、
社
会
人
の
部
そ
れ

き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な

お
、
所
得
が
限
度
額
を
超
え
、
手
当
が

令
部
停
止
と
な

っ
て
い
る
方
も
届
出
が

必
安
で
す
。

て
受
付
場
所

串
本
町
役
場
保
健
福
祉
課

て
受
付
期
間

8
月
1
日

（月
）
！

31
日

（水
）
ま
で

ぞ
れ
1
作
吊
）

僅
秀
賞

（小
学
生
の
部
6
作
昂
、
中
学

生
の
部
、
商
校
生
の
部
、
社
会
人
の
部

そ
れ
ぞ
れ
2
作
品
）

▼
発
表

1
0
月
（
入
賞
者
に
通
知
し
ま
す
）

て
留
意
事
項

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
作
品
は
、
り
ぃ
ぶ

る
フ
ェ
ス
タ

2
0
0
5
(
1
1
月
1
9
日
1

20
日
、
和
歌
山
ビ

ソ
グ
ホ

エ
ー
ル
で
ふ

れ
あ
い
人
松
フ
ェ
ス
タ
2
0

0
53
と
回

時
開
催
）

で
展
ホ
す
る
ほ
か
、
様
々
な

啓
癸
事
業
に
使
川
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま

す
。
（
氏
名
と
学
校
名
、
学
年
、
市
町

村
名
を
記
載
し
ま
す
）

※
応
募
作
品
の
著
作
権
は
和
歌
山
県
に

帰
属
し
ま
す
。

※
応
募
作
品
は
、
原
則
返
却
し
ま
せ
ん
。

マ
応
募
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

〒

6
4
0
|
8
3
1
9

和
歌
山
市
千
T
2
|
1
|
2

和
歌
山

ビ
ソ
グ
愛
9
階
和
歌
山
県
男
女
共
生

和
歌
山
県
で
は
、

厚
生
労
働
省
pJi管

の
毎
月
勤
労
統
計
調
査
（
特
別
調
査
）

を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
常
川
労

働
者
を

1
1
4
人
雇
用
し
て
い
る
事
染

所
の
、
7
月
31
日
現
存
の
賃
金
、
労
働

時
間
及
び
労
働
者
数
を
UJJ
ら
か
に
す
る

統
計
調
森
で
、
前
年
統
計
と
の
比
較
な

ど
の
動
'luj
分
析
に
よ
る
、
景
気
判
断
や
、

現
在
の
労
鋤
、
経
済
情
勢
に
向
け
て
の

諸
政
笈
な
ど
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

連絡先

串木町役場木庁舎 TEL62-0555

串木町役場古匝分庁舎 TEL 72-0081 

串木病院 TEL62-0635 

古匝 ）II病院 TEL72-0280 

学校 教 育課 TEL62-6066 

生涯 学習課 TEL62-0006 

串木町立団書館 TEL62-4653 

保健センター TEL62-6206 

サンゴ の湯 TEL62-2001 

B&G海洋センター TEL 62-5540 

国民宿舎あら ふね TEL74-0124 

町内放送案内 TEし62-3200

串木町ホームペーシアドレス

http:JJwww.town.kushimoto.wakayama.jpJ 

串本町メールアドレス 1代表）

kikaku@town.kushirmto.wakayama.jp 
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g国国園口国m
日 躍 行事内容（時間） 場 所 主管課等

1月 健康相談 保健福社課

I ］日(9:30~ll:00)和深公民館

31 水 2日(9:00~ll:00)田 並 公完 賠

4日(9:00~ll:00)潮岬公民館

5日(9:30~ll:00)須江健匝晉哩センター

8日(l3:00~15:00)保健セ ンター

l2日(9:30~ll:00)樫野青年会館

詑日(9:00~ll:00)串本町役楊本庁舎

26日(13:00~15:00)這］発総合センター

31 日 (9:30~10:30) 津荷老人憩いの家
← -

3水 一般献血 Aコーフ串本店 保健福社課

(lo:00~16:00) 駐 車 場
← -

7日 第 1回串本まつり 町 内 各 所 経済観光課

(9:30~2l:00) 
トー

9火 親子教室くひよこ広場〉保健セ ンター 保健福祉課

6ヶ月～ 1歳児

(lo:00~ll:30) 
← -

10水 一般猷血 串本『役場古座分庁舎 保健福社課

(l3:00~l6:00) 
← -

11木 人権行政相談 大孵月発総合センター 住 民課

(l3:30~l5:00) 
← -

12金 行政相談 己座福祉センター 住 民課

Cl3:00~15:00J 
トー

19金 親子教室〈ちひっこ広場〉 保健セ ンター 保健福社課

2~3歳児

(lo:00~ll:30) 
← -

19金 行敗相談 酉 IJ巨文化センター 住 完 課

(l3:00~l5:00) 
← -

25 木 人権行政相談 串本町役楊本庁舎 住 民課

(l3:30~l5:00) 

コし―-＝ロ
集
後

編

i --^  --^ --̂  --. •つ＾・-^--^ --^  --. •つ＾・-^--^ --̂  --..つ-̂-^  --̂. i 

i メジロの捕獲許可及び し

i 銅養許可について ： 
i 和歌山原では愛がん飼Iii=!的に捕狸でぎ i 

i る島はメシロのみで、飼近でぎるのは 1 ! 
閲 世常に 1羽です。許可のない捕獲、飼捉、閲

i 違法に捕獲した野島の販売は「島獣の保 i 
し 護及び狩猟の適汗化に関する法律 （烏獣 し

！ 保護法）j によ り罰せら れます。また、 i 
i 飼捉登鐸には2.600円の手数料が必要で i 
iす。
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こ
の
た
び
、

常
川
労
働
者
を
1
1
4

人
展
川
し
て

い
る
事
業
所
に
つ
い
て
は

調
査
票
の
作
成
の
た
め
、
8
月
か
ら
9

月
に
か
け
て
調
究
対
象
地
区
内
の
事
業

所
を
統
計
調
査
日
が
訪
間
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
多
忙
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が、

調
査
の
軍
安
竹
を
ご
輝
解
の
上
、
ご
塙

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
脚

い
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
こ
の
調
査
に
よ
り
得
ら

れ
た
情
報
は
調
杏

U
的
に
の
み
利
川
さ

れ
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
和
歌
山
県
〈11
画

部
計
同
局
へ
。
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税
関
で
は
お
預
か
り
し
て

い
る
次
の

通
近

・
証
券
等
を
お
返
し
し
て

い
ま
す
。

◇
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
来

ら
れ
た
力
々
が
上
泣
地
の
税
関
又
は
海

運
局
に
禎
け
ら
れ
た
通
貨

・
証
券
等

◇
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
総
領
事
館

や
日
本
人
自
治
会
な
ど
に
禎
け
ら
れ
た

通
近

・
証
券
等
の
う
ち
、

そ
の
後
日
本

に
返
還
さ
れ
た
も
の

※
お
心
当
た
り
の
力
は
税
関
へ
お
間
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ご
本
人
だ
け
で
な

く
ご
家
族
の
方
も
間
い
合
わ
せ
や
返
還

晶
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
保
菅
証
券
返
選
の
ご
案
内
は
、
大
阪

税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
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今
月
の
納
税

了

税

目

0
町
県
民
税

（第
2
期
）

0
国
民
健
康
保
険
税
（第
5
斯
）

0
介
護
保
険
判
（
第
5
期
）

▼
納
期
限

8
月
31
日
（
水
）

※
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
税
務
課
ヘ

8
月
中
の
猟
銃
等

（経
験
者
）
溝
習

会
は
次
の
と
お
り
間
催
さ
れ
ま
す
。

今月の健康診断

■基本健診

古座漁会・伊串多目的集会所・樫野青年会館

※健康診断についてのお問い合わせ・申し込み等

は、保健センター (ff0735-62-6206) 

までこ連絡ください。

▼
開
催
日
時
・
場
所

8
月
1
0
日

（水
）
午
後
1
時
30
分
1

有
田
警
察
署
溝
堂

8
月
19
日

（金
）
午
後
1
時
30
分
1

岩
出
地
区
公
民
館

8
月
26
日

（金
）
午
前
9
時
3
0
分
1

田
辺
警
察
署
溝
堂

8
月
3
0
日

（火
）
午
後
1
時
30
分
1

和
歌
山
北
警
察
署
溝
党

今
月
は

「当
初

f
鉢
」
と

「
ラ
ム
サ

ー
ル
条
約
」
の
ダ
プ
ル
特
集
で
お
席
け

し
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
難
し
そ
う
だ
っ

た
り
、
且
慣
れ
な
い―-
＝葉
だ

っ
た
り
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ぜ
ひ
知

っ
て

い
た
だ
き
た
い
内
容
。
難
し
い
用
語
に

は
解
況
を
つ
け
る
な
ど
、
理
解
し
て
い

た
だ
き
や
す
い
記
事
に
な
る
よ
う
気
を

紅
り
ま
し
た
。
※
今
月
は
紙
血
の
都
合

上、

「知
り
た
い

情

報
局
」
「
い

き

い
き

活
動
紹
介
」
は
お
休

み
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

(
N
)

函 公開収録

- -■日時 9月l7EI（土）開場予定午後 1時
開演予定 午後 1時30分

宰本町文化センター■会場

■出演

［司会】
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児玉漬（俳僭） 中汀有里（女僭）

［ゲスト】

津本陽（作家） 玉岡かおる（作家）

なぎら健亭 （ミコージシャン） 道浦母都子（欧人）

■放送予定 NHK衛里第2テンピ 9月25EI(El)午前8時～8時54分
9月26日（月）午前0時～0時54分

■観覧申込方法（入場は無料）

郵便往復はがきの往信用衷面に 「住所・氏名・電話番号」を明記の上、

下記までお申し込み下さい。（返1言用表面にも、郵便番吾・住所 ・氏名を

お書きください）

※はがき l枚で l名様が入場できます。 また、 応募多数の場合は油選にな

りま9。
〈宛先〉〒649-3503 宇本町串本2427

宰本町文化センター 「週刊ブソクレビコー」係

く締切〉 9月7El（水）必后

■お問い合わせ先

宰本町文化センター

N日K和歌山放送局

阻0735-62-0006
阻073-424-Blll（平El．午前10時～午後7時）

ホームページアドンス
http:/ /www.nhk.o「.jp/wakayama/

■主催 串本町 •NHK和歌山放送局 ・（株） NH Kエンタープライズ
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ビンゴゲーム大会・ふれあい広場・物産フェア

物産フェア→午前9時30分より

ふれあい広場→午前］0時より

ビンコゲーム大会→午後］時より

あゆのつかみ取り→午後3時より

串本町立体育館及び文化センター駐車場

串本町商工会・古座商工会・古座観光協会

●場所

●主催

巡視船体験航海

●内容 体験航海及び洋上環境教室

●時閻午前lD時より

●場所串本港～紀伊大島海域

●協賛申本海上保安署

のど自慢大会

●時間

●場所

●主催

子どもの部→午前9時30分より

大人の部→午前lO時45分より

文化センター大ホー）レ

串本まつり実行委員会

町民総おどりのタベ

【式 典】午後6時00分～午後6時lO分

【串本黒潮太鼓】 午後6時lO分～午後6時20分

【串本節おどり】 午後6時20分～午後7時50分

●場所 串本漁協冷蔵崖横広場

花火大会

●時間午後8時00分～午後9時00分

●場所 串本港内旧防波堤先

※雨天の場合、 8月8日（月）、 9日（火）に順延

主催：串本まつり実行委員会

主 管：串本町、串本町商工会、古座商工会、串本町観光協会、古座観光協会

事務局：串本町観光協会 ff 0735-62-3 l 71 


